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福島原発事故から１１年、現実を知り！そして広める！
２０２２年１月１２日、JR東海労新幹線関西地本は京都大学複合原子力科学研究所研究員
の今中哲二さんとの勉強会を開催しました。

勉強会は「原爆と原発」「ついに起きた最悪の事態：チェルノブイリと福島」「福島第一原

発を４０年で廃炉は幻のスローガン」「誰が、何が、何のために日本の原子力を進めてきたの

か」でした。

今中さんは、当時、３月１５日の飯舘村長泥地区の夜は毎時約２００μ㏜で有り、「夜に白

装束の人たちが車で来て放射線を測ったが、数字を教えてくれない」と住人から聞いた。

経済性も破綻してる原子力発電。誰が何のために日本の原子力を進めているのか等、普段

聞かれ得ない事を述べられ、参加者全員から質問が出て活発な意見交換の場となりました。

地本ＯＢの他に、本部から畑野副委員長、松山共闘部長、摂津教組 OG の方も参加し有意義
な勉強会となりました。


